
九
四

1280

は
じ
め
に

初
代
文
部
大
臣
森
有
礼
は
、一
八
八
六
年
（
明
治
十
九
）
四
月
小
学
校
令
を
制
定
し
、

そ
の
第
十
五
条
で
「
土
地
ノ
情
況
ニ
依
リ
テ
ハ
小
学
簡
易
科
ヲ
設
ケ
テ
尋
常
小
学
校

ニ
代
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
但
其
経
費
ハ
区
町
村
費
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ヘ
シ
」、第
十
六
条
で

「
小
学
簡
易
科
教
員
ノ
俸
給
は
地
方
税
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
助
ス
ル
コ
ト
得
」
と
し
て
、尋

常
小
学
校
よ
り
も
簡
易
で
授
業
料
無
償
の
小
学
簡
易
科
制
度
を
設
立
す
る
こ
と
を
定

め
た
。
そ
し
て
同
年
五
月
に
は
「
小
学
簡
易
科
要
領①
」
を
公
布
し
た
。
森
は
近
代
教

育
制
度
が
確
立
期
へ
と
向
か
う
途
上
に
あ
っ
て
、
将
来
の
無
償
義
務
教
育
制
度
導
入

を
見
据
え
た
上
で
、
諸
学
校
令
の
最
底
辺
に
位
置
し
た
こ
の
小
学
簡
易
科
に
よ
り
就

学
の
底
上
げ
を
図
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
全
国
へ
の
学
事
巡
視②
に
お
け
る
演
説
の

中
で
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
小
学
簡
易
科
の
重
要
性
を
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら

も
、
森
が
こ
の
小
学
簡
易
科
に
い
か
に
力
を
入
れ
期
待
し
て
い
た
か
が
伺
え
る
。

そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
①
町
村
か
ら
は
経
費
負
担
の
為
に
疎
ま
れ
、
②
民
衆
か
ら

は
貧
民
学
校
と
嫌
わ
れ
、
③
高
等
・
尋
常
小
学
校
に
比
べ
教
育
関
係
雑
誌
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
も
格
段
に
少
な
か
っ
た
小
学
簡
易
科
の
状
況
は
、
当
時
の
社
会
に
お

け
る
同
科
の
位
置
付
け
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
結
局
森
の
期
待
通
り
に

は
成
果
が
上
が
ら
ず
、
一
八
九
一
年
（
明
治
二
十
四
）
改
正
小
学
校
令
施
行
に
よ
り
、

殆
ど
が
三
年
制
の
尋
常
小
学
校
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
近
代
教
育
史
の
中
で
埋
も
れ
そ
う
に
な
っ
て
い
る
小
学
簡
易
科
に
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
、
そ
の
存
在
意
義
の
再
考
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
文
部
省
年
報③
に
よ
る
と
、
埼
玉
（
県
）・
茨
城
で
は
小
学
簡
易
科
が
全
く

設
置
さ
れ
ず
、
一
方
、
兵
庫
・
福
井
・
富
山
・
宮
崎
で
は
尋
常
小
学
校
の
三
〜
五
倍

の
設
置
数
が
あ
る
な
ど
、
府
県
に
よ
っ
て
小
学
簡
易
科
の
位
置
付
け
、
機
能
は
ま
ち

ま
ち
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
府
県
令
に
お
い
て
小
学
簡
易
科
の
条
目
に
相
違
が
み
ら
れ

る④
な
ど
、
各
府
県
に
よ
り
そ
の
取
組
方
に
は
差
異
が
み
ら
れ
た
。
筆
者
は
小
学
校
令

で
「
土
地
ノ
情
況
ニ
依
リ
テ
ハ
小
学
簡
易
科
ヲ
設
ケ
テ
」
と
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
に

着
目
し
て
お
り
、
こ
の
分
野
の
研
究
を
深
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
府
県
毎
に
各

地
方
の
詳
細
な
財
政
事
情
や
民
情
な
ど
を
精
査
し
た
上
で
、
個
別
に
各
簡
易
科
の
実

態
を
扱
っ
て
い
く
よ
う
な
事
例
研
究
の
積
み
重
ね
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
先
行

研
究
に
お
い
て
は
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
が
充
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
。小

学
簡
易
科
の
全
体
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
、
田
中
勝
文
「
明
治
中
期
の
貧
民

学
校
―
小
学
簡
易
科
制
度
の
実
態
研
究
―⑤
」
と
川
向
秀
武
「
小
学
簡
易
科
論⑥
」
な
ど

が
あ
る
が
、
先
に
述
べ
た
視
点
に
も
と
づ
き
、
こ
こ
で
は
地
方
に
お
け
る
実
態
を
取

り
扱
っ
た
研
究
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

軽
部
勝
一
郎
は
「
岩
手
県
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
の
研
究
―
民
衆
の
教
育
要
求
と

の
関
わ
り
か
ら
―⑦
」
で
，山
村
と
漁
村
の
小
学
簡
易
科
設
置
請
願
を
用
い
た
分
析
と
、

盛
岡
に
お
い
て
宗
教
的
慈
善
学
校
が
設
立
さ
れ
て
い
く
経
緯
か
ら
、
小
学
簡
易
科
が

「
女
子
、
学
校
教
育
の
後
進
地
域
、
都
市
部
に
お
け
る
貧
困
層
の
教
育
要
求
に
応
え
得

奈
良
県
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
の
実
態
と
分
析

―
『
明
治
二
十
年　

小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺　

学
務
課
』
を
中
心
に

―

鎌　

田　

佳　

子
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る
教
育
機
関
で
あ
っ
た⑧
」
と
し
て
い
る
。
更
に
軽
部
は
「
第
一
次
小
学
校
令
期
の
小

学
簡
易
科
に
関
す
る
一
考
察
―
三
重
県
の
事
例
に
焦
点
を
当
て
て
―⑨
」
で
、
三
重
県

に
お
け
る
小
学
簡
易
科
の
設
置
は
、
再
改
正
教
育
令
期
に
実
現
を
み
な
か
っ
た
小
学

教
場
設
置
計
画
が
、
そ
の
ま
ま
小
学
簡
易
科
の
設
置
に
受
け
つ
が
れ
た
と
い
う
仮
説

を
提
示
し
、
そ
の
後
見
ら
れ
る
尋
常
小
学
校
へ
の
変
更
要
求
の
背
景
と
し
て
、
松
方

デ
フ
レ
に
よ
る
経
済
上
の
階
層
分
化
の
影
響
が
見
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。

生
島
寛
信
は
「
近
代
日
本
に
お
け
る
児
童
就
学
の
研
究
（
Ⅲ
）
―
山
口
県
下
に
お

け
る
小
学
簡
易
科
の
実
態
―⑩
」
で
、
社
会
経
済
的
条
件
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
て
研

究
を
進
め
、
地
主
制
の
進
展
度
以
上
に
、
一
戸
当
り
の
平
均
地
価
額
や
農
業
経
営
状

況
が
簡
易
科
普
及
度
と
密
接
に
照
応
し
て
い
る
と
、
事
例
に
よ
り
分
析
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
就
学
率
に
着
目
し
、
簡
易
科
設
置
と
就
学
率
上
昇
と
の
因
果
関
係
は
一

概
に
は
断
定
で
き
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
特
定
の
府
県
を
対
象
と
し
つ
つ
、
そ
の
一
部
の

地
域
に
つ
い
て
、
史
料
に
も
と
づ
い
た
実
証
的
な
検
討
が
進
め
ら
れ
、
様
々
な
視
点

が
打
ち
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
県
内
全
域
を
視
野
に
入
れ
た

比
較
検
討
は
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
全
く
分
析
の
及
ん
で
い
な
い
府
県
も
多

数
存
在
す
る
。本
稿
で
取
り
扱
う
奈
良
県
は
ま
さ
に
そ
の
空
白
地
帯
の
一
つ
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
奈
良
県
の
各
戸
長
か
ら
大
阪
府
知
事
宛⑪
に
出
さ
れ
た
『
明
治

二
十
年　

小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺　

学
務
課⑫
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
各
小
学
簡

易
科
の
設
置
伺
を
中
心
に
、
周
辺
史
料
と
合
わ
せ
、
奈
良
県
全
体
に
お
け
る
小
学
簡

易
科
の
実
態
調
査
と
分
析
を
試
み
、
奈
良
県
に
お
い
て
小
学
簡
易
科
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
、そ
れ
を
ど
う
評
価
す
べ
き
か
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

一
．
明
治
二
十
年　

奈
良
県
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
の
実
態
と
分
析

（
一
）  『
明
治
二
十
年　

小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺　

学
務
課
』

の
分
析
か
ら

明
治
十
九
年
十
一
月　

府
令
第
三
十
七
号
に
よ
っ
て
大
阪
府
小
学
簡
易
科
教
場
規

則⑬
が
定
め
ら
れ
た
の
に
伴
い
、
奈
良
県
で
は
同
年
十
二
月
か
ら
翌
二
十
年
十
一
月
に

か
け
て
、
各
戸
長
か
ら
大
阪
府
知
事
建
野
郷
三
宛
に
「
小
学
簡
易
科
教
場
設
置
伺
」

が
一
二
三
件
出
さ
れ
て
お
り
、『
明
治
二
十
年　

小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺　

学
務

課
』
と
し
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
こ
の
伺
綴
り
か
ら
小
学
簡
易
科
設
置
当

初
に
お
け
る
実
態
を
分
析
す
る
。

分
析
に
先
立
っ
て
、
奈
良
県
の
地
形
と
、
当
時
の
行
政
区
で
あ
っ
た
四
郡
役
所
管

轄
地
域
（
図
―
1
参
照
）
に
つ
い
て
、
簡
略
に
説
明
を
し
て
お
こ
う
。
紀
伊
半
島
の
ほ

ぼ
中
央
に
位
置
す
る
奈
良
県
は
、
南
北
に
細
長
く
、
北
は
平
城
山
、
東
は
笠
置
山
地
、

西
は
生
駒
・
信
貴
・
二
上
・
葛
城
・
金
剛
の
連
山
、
南
は
大
峯
・
大
台
ヶ
原
に
連
な

る
険
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
、北
西
部
に
位
置
す
る
奈
良
盆
地
（
大
和
盆
地
）
が
唯
一
平

地
で
あ
り
、
当
然
人
口
も
こ
こ
に
集
中
す
る
。
こ
の
奈
良
盆
地
を
郡
役
所
別
に
見
る

と
、
奈
良
郡
役
所
管
内
の
ほ
ぼ
中
西
部
、
三
輪
郡
役
所
管
内
の
西
端
、
御
所
郡
役
所

管
内
で
は
中
北
部
に
存
在
す
る
。
し
か
し
、
五
條
郡
役
所
管
内
に
お
い
て
は
山
地
に

遮
断
さ
れ
て
奈
良
盆
地
と
の
接
点
が
な
く
、
吉
野
川
流
域
に
沿
っ
て
僅
か
な
平
地
が

存
在
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
奈
良
県
の
小
学
簡
易
科
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
際
に
は
、

こ
の
よ
う
な
地
形
を
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
で
は
、
設
置
伺
の

分
析
に
入
っ
て
い
き
た
い
。

先
ず
設
置
伺
の
形
式
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
一
二
三
件
ほ
ぼ
同
形
式
で
、
①
設
置
の

目
的
②
位
置
③
名
称
④
教
員
人
数
・
俸
額
（
月
俸
）
⑤
学
齢
児
童
数
⑥
生
徒
数
⑦
敷
地

面
積
及
び
所
有
者
・
校
舎
面
積
及
び
所
有
者
⑧
所
属
村
戸
数
・
人
口
及
び
学
校
ま
で
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の
最
遠
距
離
⑨
年
間
経
費
収
入
高
と
項
目
・
支
出
高
と
内
訳
（
職
員
給
料
・
職
員
旅
費
・

修
繕
費
・
書
籍
器
械
等
買
入
費
・
雑
費
の
五
項
目
）
⑩
校
舎
の
略
図
面
の
十
項
目
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
大
阪
府
学
務
課
か
ら
は
、「
按　

書
面
之
趣
認
可
ス　

年

月
日　

知
事
」
の
発
議
が
な
さ
れ
、
決
済
の
日
付
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
①

〜
⑩
の
内
少
し
で
も
記
入
漏
れ
等
が
あ
れ
ば
学
務
課
よ
り
照
会
が
な
さ
れ
、
所
轄
郡

役
所
か
ら
回
答
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
伺
書
に
戸
長
の
具
申
書
が
添
え
ら

れ
て
い
る
場
合
、
所
轄
郡
役
所
か
ら
「
具
申
書
之
通
リ
事
情
相
違
無
之
様
被
存
候
条

特
別
御
認
可
相
成
候
様
有
之
度
」
等
の
進
達
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、
設
置
伺
の
内
容
を
基
に
前
記
④
〜
⑨
の
項
目
毎
に
分
析
し
て
み
た
い
。（
表

―
Ａ
〜
Ｇ
参
照
）

④
教
員
の
人
数
と
俸
給
に
つ
い
て　
　

一
二
三
校
中
、
教
員
二
名
が
僅
か
二
校
、
他
は
す
べ
て
一
名
で
あ
る
。
大
阪
府
小

学
簡
易
科
教
場
規
則
第
三
条
第
及
び
四
条
に
基
づ
い
た
も
の
で
、
殆
ど
が
単
級
だ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

俸
給
に
つ
い
て
は
、表
―
Ａ
に
示
す
よ
う
に
月
額
五
円
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
は
五
円
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る⑭
。
ま
た
こ
の
表
か

ら
も
わ
か
る
が
、
教
員
一
名
を
フ
ル
タ
イ
ム
で
聘
用
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
よ
う
な

貧
村
で
あ
っ
て
も
、
せ
め
て
隔
週
で
授
業
を
行
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
教
員
を
半
額

の
二
．
五
円
で
雇
い
入
れ
る
な
ど
し
て
、
就
学
の
道
を
何
と
か
備
え
よ
う
と
の
努
力

が
伺
え
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
学
務
課
に
て
も
譲
歩
し
認
可
し
て
い
る
。

⑤
⑥
生
徒
数
と
就
学
率
に
つ
い
て
（
表
―
Ｂ
参
照
）

生
徒
数
は
二
十
人
弱
〜
五
十
人
前
後
の
小
規
模
校
が
多
く
、
就
学
率
は
三
十
〜

六
十
％
前
後
と
な
っ
て
い
る
。
簡
易
科
の
設
置
形
態
と
し
て
は
、
高
等
・
尋
常
小
学

校
と
の
併
設
型
、
尋
常
小
学
校
と
の
併
設
型
、
簡
易
科
単
独
設
置
型
の
三
形
態
が
あ

る
が
、
設
置
伺
中
の
学
齢
児
童
数
に
対
す
る
生
徒
人
数
か
ら
、
尋
常
科
と
の
併
設
型

は
数
校
で
殆
ど
が
簡
易
科
単
独
設
置
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑦
敷
地
・
建
物
の
規
模
と
所
有
者
（
表
―
Ｃ
・
表
―
Ｄ
参
照
）

敷
地
の
主
な
所
有
者
は
学
校
・
村
共
有
・
個
人
で
あ
る
。
建
物
の
所
有
者
は
学
校

及
び
村
共
有
が
約
八
割
で
、
十
〜
二
十
坪
前
後
が
多
数
を
占
め
極
め
て
小
規
模
で
あ

り
、
一
教
室
以
外
に
数
坪
の
職
員
控
室
や
生
徒
控
室
を
備
え
る
に
す
ぎ
な
い
。
小
学

簡
易
科
教
場
が
狭
隘
で
あ
る
と
の
批
判
が
よ
く
見
ら
れ
る
が
、
次
項
で
述
べ
る
よ
う

に
、
奈
良
県
に
お
い
て
は
小
学
簡
易
科
の
新
設
は
僅
か
で
、
そ
の
多
く
が
以
前
か
ら

あ
っ
た
小
学
校
を
資
格
変
更
し
改
称
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
然
施
設
は
以
前
の
ま

ま
使
用
し
て
お
り
、
従
来
か
ら
存
在
し
た
小
学
校
が
極
め
て
小
規
模
で
あ
っ
た
と
考

え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

⑧
連
合
村
数
及
び
学
校
ま
で
の
最
遠
距
離
（
表
―
Ｅ
参
照
）

図－１ 奈良県四郡役所管轄郡略図
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表－Ａ～Ｆ　『明治二十年　小学校簡易科教場設置伺　学務課』分析表

表－A　教員俸給
円 /月 /１人 校数

1.5 1 注 1）
2.5 2 注 2）
3 1 注 3）
5 70
5.5 6
6 21
6.5 1
7 9
8 9

記載無し 3
合　計 123

注 1）他校簡易科教員兼任
注 2）1人 2校を 1週間毎勤務
注 3）他校尋常小学校教員兼任

表－D　建物規模
坪数 校数
1～9 5
10～19 71
20～29 29
30～39 7
40～49 3
50～59 1
60～69 2
記載無し 5
合計 123

表－Ｆ　経費収入額及び収入科目
経費収入
（年額・円）

校数 収　入　科　目 校数

24 1 村費 88
30～39 3 村費・雑 17
40～49 2 村費・学資利子金・戸別割 1
50～59 0 村費・寄付金 1
60～69 22 村費・学資利子金 2
70～79 31 学資利子金・雑 10
80～89 20 村費・学資利子金・雑 1
90～99 21 村費・戸別割 2
100～109 9 記載無し 1
110～119 7
120以上 6
記載無し 1
合計 123 合計 123

表－E　   設立連合村数・学校
までの最遠距離

連合村数 校数
最遠距離
（丁）

校数

単独 91 1 ～ 9 58
2 12 10 ～ 19 18
3 5 20 ～ 29 17
4 9 30 ～ 39 8
5 2 40 ～ 49 0
6 0 50 ～ 59 1
7 2 60 ～ 69 0
8 0 70 ～ 79 0
9 1 80 ～ 89 0
10 0 90 ～ 99 1
11 0 記載無し 20
12 1
合計 123 合計 123

注）  聯合村立の場合は聯合村中の
最遠距離を表し、全て丁単位
に換算した。1丁は約 109 ｍ。

表－B 　簡易科生徒数と就学率
生徒数
（人）

校数
就学率
（%）

校数

1～ 9 3 1 ～ 9 0
10 ～ 19 22 10 ～ 19 6
20 ～ 29 23 20 ～ 29 11
30 ～ 39 23 30 ～ 39 19
40 ～ 49 23 40 ～ 49 24
50 ～ 59 15 50 ～ 59 30
60 ～ 69 7 60 ～ 69 18
70 ～ 79 4 70 ～ 79 7
80 ～ 89 1 80～89 6
90～99 0 90～99 1
100～109 1 100～109 0
記載無し 1 記載無し 1
合計 123  合計 123

注）  就学率は学齢児童数に対する簡易
科生徒数の割合を算出したもの。

表－C　 敷地及び建物所有者
敷　地
所有者

校　数
建　物
所有者

校　数

学校 20 学校 57
村共有 41 村共有 43
寺院 12 寺院 9
個人 39 個人 7
官有地 6
不明 5 不明 7
合計 123 合計 123
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一
二
三
校
中
、
単
独
村
で
の
設
立
が
九
一
校
と
大
多
数
を
占
め
、
且
つ
約
半
数
が

学
校
ま
で
の
最
遠
距
離
約
一
㎞
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
通
学
の
利
便
性
を
計
り
地
元
に

設
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
年
間
経
費
収
入
額
と
収
入
科
目
（
表
―
Ｆ
参
照
）

表
を
見
る
と
、年
間
経
費
収
入
額
は
六
十
円
〜
百
円
前
後
と
定
め
た
も
の
が
多
い
。

教
員
俸
給
月
額
五
円
が
大
多
数
を
占
め
て
い
る
割
に
は
各
校
に
よ
り
差
が
あ
る
。
設

置
伺
を
調
査
す
る
限
り
に
お
い
て
、
連
合
村
数
や
生
徒
数
等
に
関
係
な
く
、
各
戸
長

役
場
に
お
い
て
同
額
に
設
定
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
察
す
る
。
収
入
科
目
に
つ
い

て
は
、「
其
経
費
ハ
区
長
村
費
ヲ
以
テ
支
弁
ス
ヘ
シ
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
村
費

の
み
で
賄
っ
て
い
る
の
は
八
八
校
で
、
他
は
学
資
利
子
金
・
雑
収
入
・
寄
付
金
・
戸

別
割
等
を
プ
ラ
ス
し
て
い
る
。
ま
た
、
村
費
を
全
く
使
わ
ず
学
資
利
子
金
と
雑
収
入

の
み
で
運
営
さ
れ
て
い
る
学
校
が
十
校
認
可
さ
れ
て
お
り⑮
、
経
費
の
捻
出
に
苦
慮
し

て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
支
出
で
は
教
員
俸
給
が
大
半
を
占
め
、
こ
れ
で
は
最
低
限

の
備
品
や
教
材
さ
え
も
不
足
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
以
前
か
ら
の
小
学
校
が
小
学
簡
易

科
に
な
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
は
継
続
使
用
で
き
て
何
と
か
や
り
く
り
が
可
能

だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
次
に
、
四
郡
役
所
別
に
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

（
二
）
五
條
郡
役
所
部
内
に
お
け
る
実
態

先
ず
、
表
―
1
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
明
治
二
十
年
一
二
三
校
の
小
学
簡

易
科
設
置
伺
の
内
、
五
條
郡
役
所
部
内
の
吉
野
郡
が
、
八
三
校
と
圧
倒
的
多
数
を
占

め
て
い
る
。
し
か
も
、
他
の
郡
役
所
部
内
で
は
分
校
を
設
置
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
五
條
郡
役
所
部
内
に
お
い
て
分
校
は
一
校
も
無
く
、
こ
の
体
制
が
明
治
二
十
四

年
の
改
正
小
学
校
令
施
行
ま
で
続
く
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な
特
徴
を
俯
瞰
し
つ
つ
、

部
内
に
お
け
る
実
態
を
多
方
面
か
ら
検
証
し
て
み
る
。

部
内
に
お
け
る
新
設
の
小
学
簡
易
科
は
、
管
見
の
限
り
僅
か
に
二
校
に
す
ぎ
ず
、

殆
ど
が
従
来
の
小
学
校
を
資
格
変
更
し
小
学
簡
易
科
に
改
称
し
た
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
設
置
形
態
と
し
て
は
単
独
設
置
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
で
は
、
何
故
こ
れ
程

ま
で
に
多
数
の
小
学
簡
易
科
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
理
由
を
、
設
置

伺
中
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
「
当
管
理
内
ノ
如
キ
ハ
深
谷
僻
村
ニ
テ

四
隣
ト
ハ
遠
隔
シ
児
童
通
学
得
難
ク
因
テ
合
併
シ
尋
常
小
学
校
ヲ
設
置
ス
ル
コ
ト
不

能
候
ニ
付
別
記
ノ
通
簡
易
科
教
場
八
ヶ
所
設
置
致
度⑯
」
或
い
は
、「
今
般
御
府
令
第
三

拾
二
号⑰
ニ
ヨ
リ
合
併
尋
常
小
学
校
設
置
ス
ヘ
キ
之
処
貧
困
者
之
児
童
勝
ニ
テ
入
学
生

徒
数
僅
少
ニ
シ
テ
設
置
ス
ル
事
能
ハ
ス
候
ニ
附
別
紙
之
通
リ
簡
易
科
設
置
致
度⑱
」
等

と
記
さ
れ
て
い
る
。
山
間
僻
地
の
小
村
が
多
数
存
在
す
る
地
域
に
あ
っ
て
、
①
合
併

尋
常
小
学
校
へ
の
通
学
距
離
や
難
路
の
問
題
が
不
就
学
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
へ
の
懸

念
、及
び
合
併
し
た
場
合
に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
校
舎
新
増
築
に
関
す
る
経
費
の
問
題
、

②
尋
常
小
学
校
の
授
業
料
を
払
え
な
い
貧
困
家
庭
に
よ
る
不
就
学
の
問
題
、
こ
の
二

点
が
簡
易
科
設
置
の
要
因
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
、
授
業
時
間
と
夏
期
休
業
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
小
学
簡
易
科
の
認
可
を

受
け
て
後
、各
校
よ
り
授
業
時
間
と
夏
期
休
業
に
つ
い
て
伺
書
が
提
出
さ
れ
て
い
て
、

『
明
治
二
十
年　

五
條
部
内
小
学
校
設
置
伺
綴　

学
務
課⑲
』
に
一
括
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
内
、
授
業
時
間
に
つ
い
て
は
表
―
2
に
ま
と
め
た
。
授
業
時
間
は
全
て
一

日
三
時
間
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
校
に
よ
り
始
業
・
終
業
時
が
異
な
り
、
季
節
に
よ

り
変
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
て
、
地
域
の
状
況
に
合
わ
せ
て
決
め
た
と
考
え

ら
れ
る
。
夏
期
休
業
は
、
八
月
初
旬
〜
九
月
初
旬
ま
で
の
七
日
間
〜
十
五
日
間
と
各

校
に
よ
り
異
な
る
。
こ
れ
は
大
阪
府
小
学
簡
易
科
教
場
規
則
第
六
条
に
よ
る
も
の
で

あ
る
。

以
上
の
検
証
か
ら
五
條
郡
役
所
部
内
に
お
い
て
は
、「
土
地
ノ
情
況
ニ
依
リ
テ
ハ
小

学
簡
易
科
ヲ
設
ケ
テ
尋
常
小
学
校
ニ
代
用
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
し
て
定
め
ら
れ
た
小

学
簡
易
科
が
、「
地
元
の
学
校
の
存
続
」
に
よ
る
「
就
学
の
継
続
」
に
繋
が
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
更
に
、
授
業
料
無
償
で
一
日
三
時
間
と
い
う
簡
易
な
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表
－
1　
奈
良
県
4
郡
役
所
別
　
明
治
20
年
小
学
校
設
置
伺
数
　
及
び
　
明
治
21
年
～
明
治
23
年
小
学
簡
易
科
教
場
設
廃
伺
数
・
校
数

明
　
治
　
２
　
０
　
年

明
　
治
　
２
　
１
　
年

明
　
治
　
２
　
２
　
年

明
　
治
　
２
　
３
　
年

郡
役
所
名

所
轄
郡
名

高
等
小
学
校
尋
常
小
学
校
尋
常
小
学
校
小
学
簡
易
科

小
　
学
　
簡
　
易
　
科

小
　
学
　
簡
　
易
　
科

小
　
学
　
簡
　
易
　
科

附
属
分
校

設
置

廃
止

校
数

設
置

廃
止

校
数

設
置

廃
止

校
数

奈
良
郡
役
所

添
上

5
32

11
0（
0）

6
0

6
0

0
6

0
1

5
添
下

6
23

4
1（
1）

5
2

4
1（
1）

3
2

0
0

2
山
辺

4
35

4
11（
3）

7
0

18
1（
1）

0
19

0
2（
1）

17
平
群

1
12

4
4（
1）

1
0

5
0

0
5

0
0

5
広
瀬

0
6

1
0（
0）

0
0

0
1

0
1

0
0

1
小
計

16
108

24
16（
5）

19
2

33
3（
2）

3
33

0
3（
1）

30
三
輪
郡
役
所

式
上

2
8

3
5（
1）

1
0

6
1

0
7

0
0

7
式
下

1
6

2
1（
1）

0
0

1
0

0
1

0
0

1
十
市

3
13

1
2（
2）

2
0

4
0

1
3

0
0

3
宇
陀

3
19

9
3（
1）

0
0

3
2

0
5

0
2

3
小
計

9
46

15
11（
5）

3
0

14
3

1
16

0
2

14
御
所
郡
役
所

葛
上

0
8

5
4（
4）

1
1

4
0

1
3

0
0

3
葛
下

0
10

9
4（
4）

0
0

4
0

0
4

0
1

3
忍
海

0
1

0
0（
0）

0
0

0
0

0
0

0
0

0
高
市

1
11

8
2（
2）

0
0

2
0

0
2

0
0

2
小
計

1
30

22
10（
10）

1
1

10
0

1
9

0
1

8
五
條
郡
役
所

吉
野

1
72

0
83（
1）

15（
2）

1（
1）

97
6

1（
1）

102
0

0
102

宇
智

1
13

0
3（
1）

1
0

4
0

0
4

0
0

4
小
計

2
85

0
86（
2）

16（
2）

1（
1）

101
6

1（
1）

106
0

0
106

合
計

28
269

61
123（

22）
39

4（
1）

158
12（
2）

6（
1）

164
0

6（
1）

158
注
1）
明
治
20
年
小
学
簡
易
科
数
の
内
、

( )内
は
被
差
別
部
落
地
区
設
置
数
を
表
す
。

　
2）
明
治
21
年
～
23
年
の
設
置
数
に
は
尋
常
小
学
校
か
ら
小
学
簡
易
科
へ
資
格
変
更
認
可
の
も
の
、
廃
止
数
に
は
小
学
簡
易
科
か
ら
尋
常
小
学
校
へ
資
格
変
更
認
可
の
も
の
を
含
み
、（
）
内
に
そ
の
数
を
表
す
。

　
3）

  文
部
省
年
報
（
明
治
20
年
～
23
年
分
）
に
記
載
の
簡
易
科
校
数
及
び
就
学
児
童
数
　
　
明
治
20
年
：
123
校
・
4，
807
人
　
　
明
治
21
年
：
223
校
・
6，
271
人
　
　
明
治
22
年
：
162
校
・
7，
182
人
　
　
明
治
23

年
：
155
校
・
6，
539
人

　
  　

  明
治
21
年
は
、
本
表
と
65
校
の
大
差
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
年
設
置
の
分
校
61
数
が
簡
易
科
に
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
更
に
明
治
22
年
に
文
部
省
年
報
で
は
前
年
比
61
校
の
減
少
に
な
っ
て
お
り
、
分

校
が
簡
易
科
で
は
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
尋
常
科
に
入
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
。
ま
た
、
明
治
22
年
に
61
校
の
減
少
に
も
拘
わ
ら
ず
、
就
学
児
童
数
が
911
人
の
増
加
、
明
治
23
年
に
7
校
の
減
少
に
対
し
、
就

学
児
童
数
が
前
年
比
643
人
の
減
少
等
、
小
学
簡
易
科
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
数
字
に
は
疑
問
で
あ
り
、
今
後
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　
4）
本
表
参
考
文
献
　
　

　
  　

  『明
治
二
十
年
　
小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺
　
学
務
課
』・『

明
治
二
十
年
　
五
條
部
内
小
学
校
設
置
伺
綴
　
学
務
課
』・『
明
治
二
十
年
　
御
所
部
内
小
学
校
設
置
伺
　
学
務
課
』　
　

　
  　

  『明
治
二
十
年
　
三
輪
部
内
学
校
設
置
伺
綴
　
学
務
課
』・『
明
治
二
十
年
　
奈
良
部
内
小
学
校
設
置
伺
』・『
明
治
二
十
年
十
二
月
　
小
学
校
設
置
伺
　
学
務
課
』・『
自
明
治
二
十
二
年
至
同
［
明
治
］
二
十
三
年
小
学
校
設
置
伺

綴
』　
　

　
  　

  『明
治
二
十
年
十
二
月
調
　
小
学
校
設
置
変
更
伺
　
学
務
課
』・『

明
治
二
十
二
年
一
月
小
学
校
設
置
変
更
伺
　
学
務
課
』・『
明
治
二
十
三
年
　
小
学
校
設
置
変
更
伺
　
学
務
課
』　

　
  　

  『明
治
二
十
一
年
以
来
　
小
学
校
廃
止
伺
綴
　
学
務
課
』・『

明
治
二
十
二
年
起
　
学
校
設
廃
関
係
書
類
　
添
上
外
4
郡
役
所
』・『
学
校
設
廃
関
係
其
他
必
要
書
類
』　
以
上
、
奈
良
県
庁
文
書
。

　
  　

  『文
部
省
第
十
五
年
報
』

(明
治
20
年
分
）
～
『
文
部
省
第
十
八
年
報
』（
明
治
23
年
分
）　（
宣
文
堂
書
店
、
1967

年
）

　
  　

  吉
田
栄
二
郎
　「
奈
良
県
に
お
け
る
明
治
二
十
四
年
の
部
落
学
校
分
離
反
対
運
動
－
露
頭
す
る
水
平
社
へ
の
鉱
脈
－
」（『
研
究
紀
要
』
第
３
号
、
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー
　
１
９
９
５
年
）
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制
度
が
、
女
子
に
就
学
の
機
会
を
与
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
従
来
の
小
学
校
制
度
に
比
べ
簡
易
な
教
育
内
容
が
、
村
民
に
抵
抗
な
く
受

け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
次
の
史
料
は
、小
学
簡
易
科
教
場
設
置
の
認
可
後
、

実
施
ま
で
に
尋
常
小
学
校
に
資
格
変
更
し
た
も
の
で
、
戸
長
よ
り
大
阪
府
知
事
宛
に

出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る⑳
。

﹇
史
料
―
一
﹈
宇
智
郡
西
阿
田
村
外
五
ヶ
村　

簡
易
科
教
場

（
前
略
）　　
　

明
治
二
十
年
一
月
十
四
日
小
学
簡
易

科
教
場
設
置
御
伺
ニ
仝
月
廿
六
日
ヲ
以
テ
御
認
可
相
成

然
ル
ニ
仝
年
二
月
二
日
御
訓
令
ヲ
以
テ
教
員
月
俸
御
訂

正
相
成
即
尋
常
小
学
校
経
費
幾
分
ノ
減
額
ニ
テ
設
置
セ

ラ
ル
様
被
存
然
リ
而
セ
ハ
当
管
内
ノ
如
キ
モ
尋
常
小
学

校
設
置
致
度
候
條
右
簡
易
科
教
場
ヲ
別
記
ノ
通
尋
常
小

学
校
ニ
更
正
相
成
度
取
調
書
相
副
此
段
相
伺
候
也

明
治
二
十
年
三
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
筆
者
付
加
、
以
下
同
）

史
料
中
傍
線
部
は
、
府
令
第
十
八
号㉑
「
尋
常
小
学
校
訓
導
ノ
中
初
等
師
範
学
科
卒
業

証
書
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ニ
限
リ
月
俸
拾
円
以
下
六
円
以
上
支
給
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
の
こ

と
で
あ
る
。
小
学
簡
易
科
の
認
可
を
受
け
た
も
の
の
尋
常
小
学
校
教
員
の
最
低
月
俸

が
減
額
さ
れ
た
の
で
、す
ぐ
に
尋
常
小
学
校
に
資
格
変
更
し
た
の
で
あ
る
。明
治
二
十

年
に
同
じ
理
由
で
同
様
の
動
き
を
し
た
学
校
が
吉
野
郡
内
に
二
十
校
あ
っ
て㉒
、
尋
常

小
学
校
教
員
月
俸
を
六
円
或
い
は
七
円
と
し
て
届
け
出
て
い
る
。
尋
常
小
学
校
に
小

学
簡
易
科
を
併
設
す
る
程
の
財
力
の
な
い
山
間
僻
村
に
と
っ
て
、
簡
易
科
教
育
に
よ

る
就
学
率
の
向
上
か
、
よ
り
充
実
し
た
尋
常
科
に
よ
る
教
育
内
容
の
向
上
か
、
揺
れ

動
く
教
育
現
場
の
状
況
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
こ
で
、次
項
で
述
べ
る
他
の
三
郡
役
所
に
は
尋
常
小
学
校
附
属
分
校
が
設
立
さ
れ

た
の
に
、
部
内
に
は
全
く
無
か
っ
た
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
当
時
、
小
さ
な
自
治
体

が
即
ち
「
村
」
で
あ
り
、
五
條
郡
役
所
内
の
吉
野
郡
は
特
に
山
間
僻
地
で
、「
村
」
自

体
が
小
規
模
で
戸
数
も
学
齢
人
数
も
少
数
で
あ
っ
た
。そ
の
中
で
比
較
的
規
模
の
大
き

い
と
こ
ろ
は
尋
常
小
学
校
を
設
置
出
来
た
が
、山
間
に
点
在
す
る
小
規
模
村
は
不
景
気

の
影
響
も
あ
っ
て
資
力
・
民
力
に
乏
し
く
、
連
合
し
て
新
増
築
す
る
だ
け
の
資
金
は
な

く
、
前
述
し
た
よ
う
に
遠
隔
且
つ
坂
路
で
通
学
困
難
に
よ
る
就
学
減
少
が
懸
念
さ
れ
、

既
存
の
小
学
校
を
小
学
簡
易
科
に
し
て
存
続
を
計
っ
た
も
の
と
考
察
す
る
。

（
三
）
御
所
・
三
輪
・
奈
良
郡
役
所
部
内
に
お
け
る
実
態

表
―
1
に
示
す
よ
う
に
、
御
所
郡
役
所
部
内
に
お
い
て
は
、
高
等
小
学
校
一
校
・

表－ 2　五條郡役所部内　小学簡易科授業時間一覧及び区分表
区分 期　間

（月・時）
授業時間
（午前・時）

区分 期　間
（月・時）

授業時間
（午前・時）

A 毎日 9～12 G  4/ 1～ 5/ 3 8～11
B  4/ 1～ 4/30 9～12  6/ 1～ 8/31 7～10

 5/ 1～ 7/25 8～11  9/ 1～ 9/31 8～11
 7/26～ 9/10 7～10 10/ 1～ 3/31 9～12
 9/11～ 9/30 8～11 H  4/ 1～ 6/30 9～12
10/ 1～ 3/31 9～12  7/ 1～ 9/30 8～11

C  4/ 1～ 5/31 8～11 10/ 1～ 3/31 9～12
 6/ 1～ 8/31 7～10 I  4/ 1～ 4/30 8～11
 9/ 1～10/31 8～11  5/ 1～ 7/25 7～10
11/ 1～ 3/31 9～12  7/26～ 9/10 8～11

D  4/ 1～ 4/30 9～12  9/11～ 9/30 9～12
 5/ 1～ 9/30 8～11 10/ 1～ 3/31 10～13
10/ 1～ 3/31 9～12 J 毎日　授業 8～10 

E  4/ 1～ 6/30 9～12 　　　遊歩 10～10:30 
 7/ 1～ 9/30 8～11 　　　授業 10:30～11:30 
10/ 1～ 3/31 9～12 註 1）  8 月 30 日、10 月 30 日と記載

については、8月 31 日、10
月 31 日に統一した。

註 2）  本表は奈良県庁文書　『明治
二十年 五條部内小学校設置
伺綴　学務課』より作成。

F  4/ 1～ 4/30 9～12
 5/ 1～ 7/20 8～11
 7/21～ 9/10 7～10
 9/11～ 3/31 9～12
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尋
常
小
学
校
三
十
校
・
尋
常
小
学
校
附
属
分
校
二
十
二
校
・
小
学
簡
易
科
十
校
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
、
分
校
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
次
の
史
料
は
、
分
校

設
置
に
つ
い
て
郡
長
か
ら
知
事
及
び
代
理
書
記
官
宛
に
伺
出
た
も
の
で
あ
る㉓
。

﹇
史
料
―
二
﹈

従
来
在
新
庄
柳
本
ノ
二
戸
長
役
場
管
理
内
ニ
於
テ
二
小
学
校
設

置
罷
在
候
所
客
年
府
令
第
三
十
二
号
第
一
条
及
第
四
条
ニ
基
キ
二
小

学
校
ハ
之
ヲ
廃
止
シ
更
ニ
二
戸
長
管
理
聯
合
シ
新
庄
小
学
校

ヲ
設
置
シ
旧
柳
本
小
学
校
ハ
当
分
ノ
内
分
校
ノ
名
義
ヲ
以
テ
存
置

致
右
御
認
可
相
成
度
此
段
及
稟
申
候
也

前
述
五
條
郡
役
所
部
内
と
は
異
な
っ
て
、
尋
常
小
学
校
附
属
分
校
に
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
従
来
の
小
学
校
の
維
持
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

三
輪
郡
役
所
部
内
で
は
表
―
1
に
示
す
よ
う
に
、
高
等
小
学
校
九
校
、
尋
常
小
学

校
四
十
六
校
、
分
校
十
五
校
、
簡
易
科
十
一
校
で
、
分
校
設
置
に
つ
い
て
は
前
述
の

御
所
郡
役
所
部
内
と
同
様
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
奈
良
郡
役
所
部
内
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
表
―
1
の
示
す
よ
う
に
高
等
小

学
校
十
六
校
、
尋
常
小
学
校
一
〇
八
校
、
分
校
二
十
四
校
、
簡
易
科
十
六
校
で
圧
倒

的
に
尋
常
小
学
校
が
多
い
。

分
校
設
置
に
つ
い
て
は
、「
該
地
方
ハ
山
間
僻
邑
ニ
シ
テ
到
底
現
在
ノ
四
ヶ
小
学
校

ヲ
合
一
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
若
シ
之
ヲ
合
一
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
却
テ
児
童
ノ
就
学
ヲ
遮
断

ス
ル
カ
如
キ
ニ
似
タ
リ㉔
」
と
、
山
間
部
に
於
て
は
通
学
距
離
と
坂
路
の
問
題
が
分
校

設
置
に
繋
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
生
徒
ノ
不
便
尠
カ
ラ
ス
ニ
付
一
年
生
二
年
生
ハ

旧
山
田
校
ノ
地
位
ニ
於
テ
分
校
ヲ
設
ケ
教
授
為
致
其
餘
三
年
生
以
上
ハ
本
校
ヘ
通
学

ノ
見
込
ニ
有
之㉕
」
と
あ
る
よ
う
に
、
地
方
の
状
況
に
よ
り
①
四
年
間
分
校
へ
通
学
、

②
一
〜
二
年
生
の
み
分
校
へ
、
三
〜
四
年
生
は
本
校
へ
通
学
の
二
つ
の
設
置
形
態
が

あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
全
て
既
存
校
を
分
校
に
し
た
も
の
で
新
設
の
分
校

は
な
い
。

小
学
簡
易
科
に
つ
い
て
は
、設
置
伺
中
の
学
齢
児
人
数
に
対
す
る
生
徒
人
数
か
ら
、

十
六
校
の
内
、
併
設
校
は
四
校
、
単
独
設
置
校
が
十
二
校
で
、
東
部
山
間
地
帯
に
設

置
さ
れ
た
山
辺
郡
の
十
一
校
は
全
て
単
独
設
置
校
と
推
察
す
る
。
こ
こ
で
も
、
山
間

部
に
於
け
る
通
学
距
離
と
貧
困
が
簡
易
科
設
置
の
要
因
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

さ
て
こ
こ
で
、
被
差
別
部
落
地
区
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
設
置
事
情
に
つ
い
て
見

て
い
こ
う
。
表
―
1
に
示
す
よ
う
に
三
輪
郡
役
所
内
で
は
十
一
校
の
内
五
校
、
奈
良

郡
役
所
内
で
は
十
六
校
の
内
五
校
が
被
差
別
部
落
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
設
置

伺
に
は「
概
シ
テ
貧
困
者
ノ
ミ
仝
村
中
人
情
ヲ
異
ニ
シ
事
実
合
併
致
シ
難
ク㉖
」と
戸
長

が
書
い
て
お
り
、
こ
れ
に
郡
長
名
で
「
徒
来
之
実
況
等
取
調
候
処
同
村
方
ハ
戸
長
具

申
之
通
旧
穢
多
ニ
シ
テ
一
村
挙
テ
貧
窮
到
底
完
全
之
教
育
受
ク
ヘ
キ
者
ニ
無
之
候㉗
」

と
副
伸
書
が
添
付
、更
に
郡
役
所
名
に
て
も
「
副
申
致
候
条
宜
御
取
斗
相
成
度㉘
」
と
添

え
ら
れ
て
い
て
、学
務
課
か
ら
は
「
別
紙
開
申
書
調
査
候
処
不
得
止
様
思
量
候
条㉙
」
と

回
答
さ
れ
て
い
る
。
三
輪
及
び
奈
良
郡
役
所
部
内
に
お
け
る
十
校
の
被
差
別
部
落
地

区
小
学
簡
易
科
設
置
伺
の
全
て
に
、
同
様
の
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

合
併
し
た
く
な
い
周
囲
の
差
別
観
と
騒
擾
を
懸
念
す
る
役
所
側
、
加
え
て
貧
困
事
情

に
よ
っ
て
既
存
の
小
学
校
を
簡
易
科
に
変
更
設
置
し
た
も
の
と
考
察
す
る
。

と
こ
ろ
が
御
所
郡
役
所
部
内
に
お
い
て
は
、
戸
長
及
び
役
所
か
ら
の
上
申
書
に
は

前
述
の
よ
う
な
内
容
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
①
貧
困
、
②
民
状
適
度
の
教
育
の
2

点
を
設
置
理
由
と
し
て
い
る
が
、
御
所
郡
役
所
部
内
の
小
学
簡
易
科
十
校
全
部
が
被

差
別
部
落
地
区
の
学
校
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
戸
長
役
場
や
郡
役
所
に
お
い
て
は
、
近

村
尋
常
小
学
校
と
の
合
併
な
ど
毛
頭
考
慮
に
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
身
分
解
放
令
が
出
て
二
十
年
足
ら
ず
、
差
別
が
歴
然
と
残
る

中
で
、
被
差
別
部
落
地
区
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
の
設
置
意
義
は
次
の
よ
う
に
考
え

ら
れ
よ
う
。
第
一
に
、
た
と
え
就
学
率
が
低
か
っ
た
と
し
て
も
、
授
業
料
無
償
と
し

て
地
元
の
学
校
で
の
就
学
の
継
続
が
な
さ
れ
た
こ
と
。
第
二
に
、
近
村
尋
常
小
学
校

に
合
併
し
た
場
合
を
想
定
す
る
と
、
こ
の
簡
易
科
の
設
置
に
よ
り
就
学
児
童
達
が
周
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囲
の
差
別
か
ら
守
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
少
な
く
と
も
こ
の
二
点
に
お
い
て
、
小

学
簡
易
科
に
は
重
要
な
意
味
が
あ
り
、
先
行
研
究
の
よ
う
に
「
意
味
が
な
か
っ
た
」

と
の
一
言
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
意
義
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
も
っ
と
も

そ
の
反
面
、
根
強
い
差
別
感
が
残
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り㉚
、
こ
の
件

に
つ
い
て
は
更
な
る
検
討
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
明
治
二
十
年
小
学
簡
易
科
設
立
当
初
に
お
け
る
実
態
と
分
析
を
試
み
た
。

次
節
で
は
、
翌
二
十
一
年
以
降
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
．
明
治
二
十
一
年
以
降
の
小
学
簡
易
科

　
　

―
設
立
・
廃
止
・
変
更
伺
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
―

（
一
）  

明
治
二
十
一
年
〜
同
二
十
三
年
の
小
学
簡
易
科
の
動
き

―
設
立
と
廃
止
―

本
節
で
は
、
明
治
二
十
一
年
以
降
の
動
き
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
表

―
1
に
示
し
た
通
り
、
明
治
二
十
一
年
に
は
三
九
校
、
翌
二
十
二
年
に
は
十
二
校
の

設
置
伺
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
内
注
目
す
べ
き
は
、
明
治
二
十
一
年
に
都
市
部
で

あ
る
奈
良
郡
役
所
部
内
と
山
間
部
で
あ
る
吉
野
郡
に
多
く
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
更
に
奈
良
郡
役
所
部
内
に
お
け
る
併
設
の
設
置
伺
に
は
、「
日
々
出
席
生
徒
ニ

至
リ
テ
ハ
百
中
三
拾
四
五
名
ノ
比
例
ニ
有
之
候
於
是
之
カ
実
際
ヲ
調
査
候
処
何
レ
モ

授
業
料
ノ
負
担
ニ
難
耐
為
ニ
就
学
シ
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ニ
有
之
就
テ
ハ
小
官
管
理
ニ
係

ル
左
記
尋
常
小
学
校
内
ニ
簡
易
科
教
場
ヲ
併
置
シ
之
レ
カ
普
及
ヲ
相
図
度㉛
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
郡
長
か
ら
知
事
宛
に
出
さ
れ
た
も
の
で
、
住
民
か
ら
の
願
い

で
は
な
く
何
と
か
就
学
率
を
上
げ
る
為
の
官
主
導
に
よ
る
も
の
で
あ
り32
、
こ
れ
ら
の

併
設
校
が
後
に
問
題
と
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
次
に
廃
止
に
至
る
理
由
を
『
明
治
二
十
一
年
以
来　

小
学
校
廃
止
伺
綴　

学
務
課33
』
か
ら
探
っ
て
み
よ
う
。
奈
良
郡
役
所
部
内
西
九
条
小
学
簡
易
科
は
併
設
校

で
あ
る
が
、「
追
々
尋
常
科
ニ
就
学
シ
自
今
簡
易
科
ニ
登
校
ス
ル
者
殆
ん
と
無
之34
」
と

上
申
し
て
い
る
。
表
―
1
に
示
す
通
り
、部
内
で
は
八
校
が
廃
止
と
な
っ
て
い
る
が
、

内
七
校
が
併
設
校
で
あ
る
。
三
輪
郡
役
部
内
で
は
、
明
治
二
十
二
年
の
一
校
は
町
村

制
に
よ
り
他
村
へ
分
属
と
な
り
廃
校
と
な
っ
た
も
の
で
、
二
十
三
年
の
二
校
は
前
年

に
併
設
校
と
し
て
設
置
さ
れ
、
廃
止
の
理
由
は
前
記
奈
良
郡
役
所
部
内
と
同
様
で
あ

る
。
御
所
郡
役
所
部
内
で
は
、
一
校
が
村
称
廃
止
と
な
っ
た
為
、
他
の
二
校
は
「
生

徒
僅
少
」
及
び
「
経
費
支
出
困
難
」
を
そ
の
理
由
と
し
て
い
て
、
こ
の
内
一
校
は
併

設
校
で
あ
る
。
五
條
郡
役
所
部
内
に
於
て
は
小
学
簡
易
科
が
合
計
一
〇
八
校
設
置
さ

れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
管
見
の
限
り
一
〇
八
校
中
単
独
設
置
が
一
〇
三
校
で
併

設
は
僅
か
五
校
、
廃
止
は
尋
常
小
学
校
へ
の
資
格
変
更
し
た
単
独
設
置
の
二
校
の
み

で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
県
下
全
域
で
一
七
四
校
の
小
学
簡
易
科
が
設
置
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
内
廃
止
と
な
っ
た
の
は
僅
か
十
六
校
で
、
殆
ど
が
尋
常
小
学
校
と
の
併
設

校
で
あ
り
、
廃
止
に
至
る
原
因
は
、
簡
易
科
へ
通
学
す
る
生
徒
が
少
な
く
、
且
つ
併

設
に
よ
る
経
費
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
為
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
就
学

率
を
上
げ
る
為
の
官
主
導
に
よ
る
設
置
が
、
空
回
り
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。（

二
）
揺
れ
動
く
教
育
現
場
―
資
格
変
更
伺
か
ら
―

本
項
で
は
、
尋
常
小
学
校
か
小
学
簡
易
科
か
で
揺
れ
る
教
育
現
場
に
つ
い
て
、
川

原
城
小
学
簡
易
科
を
事
例
と
し
て
紹
介
し
よ
う
。

該
校
は
奈
良
郡
役
所
部
内
山
辺
郡
の
所
轄
で
、
明
治
二
十
年
三
月
尋
常
小
学
校
設

置
伺
を
提
出
し
て
認
可
を
受
け
た
の
で
あ
る
が
、
二
二
年
一
月
に
「
過
般
来
該
校
生

徒
聯
合
村
立
小
学
簡
易
科
ヘ
追
々
入
学
相
立
就
テ
ハ
来
ル
二
十
二
年
度
ヨ
リ
廃
校
致

度35
」
と
郡
長
よ
り
長
官
宛
に
廃
校
伺
を
出
し
て
認
可
さ
れ
、
小
学
簡
易
科
と
な
っ
た
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の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
三
年
三
月
山
辺
村
長
か
ら
県
知
事
宛
に
上
申
し36
、「
理
事
者
ニ
於
テ

ハ
明
治
二
十
二
年
度
ヨ
リ
簡
易
科
ヲ
併
置
ス
ヘ
キ
見
込
ニ
有
之
候
処
該
聯
合
村
会
ニ

於
テ
経
費
上
ノ
都
合
ニ
依
リ
簡
易
科
ノ
ミ
設
置
ス
ヘ
キ
議
定
セ
シ
ヲ
以
既
ニ
認
可
ヲ

経
テ
今
年
度
ヨ
リ
資
格
変
更
セ
リ
」
と
簡
易
科
に
な
っ
た
経
緯
を
説
明
し
、「
簡
易
科

ニ
変
更
ノ
当
時
所
属
人
民
一
同
大
ニ
之
カ
不
満
ヲ
唱
ヘ
在
来
ノ
通
尋
常
科
ニ
引
直
サ

レ
シ
コ
ト
ヲ
理
事
者
ニ
対
シ
屡
々
申
立
ル
モ
既
ニ
認
可
ヲ
経
タ
ル
後
ナ
レ
ハ
」
と
尋

常
小
学
校
廃
校
が
民
意
で
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
、「
簡
易
科
ハ
実
際
情
況
ニ
適
セ
サ

ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
」
と
尋
常
小
学
校
へ
の
資
格
変
更
を
願
い
出
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
県
学
務
課
は
、
同
年
四
月
郡
長
宛
に
「
経
費
取
調
書
ニ
依
ル
モ
充

分
之
資
力
ト
モ
難
認
間
簡
易
科
適
当
之
地
ナ
レ
ハ37
」
と
回
答
し
、
前
記
村
長
の
上
申

書
を
返
戻
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
村
長
は
同
年
五
月
、
元
村
会
議
員
と
人
民
総
代

を
召
集
し
て
書
面
却
下
に
な
っ
た
旨
を
説
明
し
、「
資
力
ノ
乏
シ
キ
ニ
ヨ
リ
御
認
可
相

成
ラ
サ
ル
モ
ノ
ト
セ
ハ
之
レ
ニ
適
ス
ル
丈
ケ
ノ
資
金
ヲ
募
集
シ38
」
と
、
知
事
宛
に
再

度
請
願
書
を
提
出
し
て
認
可
さ
れ
、尋
常
小
学
校
に
再
度
資
格
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
事
例
に
よ
る
注
視
す
べ
き
点
は
、
前
項
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
二
十
一

年
以
降
に
都
市
部
で
設
置
さ
れ
た
尋
常
小
学
校
と
の
併
設
校
は
民
意
で
は
な
く
官
主

導
に
よ
る
も
の
で
、
就
学
率
を
上
げ
る
た
め
の
無
理
な
工
作
で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら

れ
る
。
併
設
に
よ
る
経
費
負
担
が
問
題
と
な
る
様
子
や
、
資
力
不
足
が
不
認
可
の
理

由
に
指
摘
さ
れ
た
ら
村
民
が
奮
起
し
て
資
金
募
集
を
行
う
等
、
度
重
な
る
制
度
改
革

に
官
民
共
に
揺
れ
動
く
中
に
あ
り
つ
つ
も
、
教
育
に
対
す
る
民
衆
の
意
識
の
高
ま
り

を
垣
間
見
る
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

（
三
）
宗
教
的
慈
善
学
校
設
立
へ
の
動
き

さ
て
最
後
に
、
小
学
簡
易
科
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
教
育
へ
の
関
心
の
拡
が
り
に
つ

い
て
、
宗
教
的
慈
善
学
校
設
立
へ
の
動
き
を
、
次
の
史
料
か
ら
考
え
て
み
た
い39
。

〔
史
料
―
三
〕

当
部
内
宇
智
郡
五
条
村
梁
瀬
作
礼
外
五
人
ヨ
リ
私
立
従
善
学
校
ヲ
設
置
シ

貧
困
ノ
児
童
就
学
セ
シ
メ
度
旨
願
出
当
庁
経
由
書
面
ハ
願
人
新
参
之
筈
ニ

有
之
候　
（
中
略
）　

即
今
不
完
全
ノ
私
立
学
校
設
置
ヲ
許
可
候
件
ハ
貧

困
ヲ
元
ト
シ
続
々
入
学
不
都
合
ヲ
生
ス
ル
義
相
認
申
候
何
レ
尋
常
小
学
校

建
築
落
成
候
上
ハ
簡
易
科
ヲ
併
置
セ
シ
ム
ヘ
キ
見
込
ニ
付
其
迠
之
処
ハ
御

聞
届
不
相
成
様
致
度
存
知
候
間
宜
敷
御
取
斗
相
成
度
及
御
照
会
置
候
也

　

明
治
二
十
年
十
二
月
廿
三
日　

 

宇
智
郡
長　

玉
置
高
良

　

奈
良
縣
第
二
部
長　

大
塚
慊
三
郎
殿

こ
の
史
料
は
、
先
に
提
出
さ
れ
た
設
置
伺
に
付
い
て
の
所
轄
郡
長
の
意
見
書
で
あ

る
。
傍
線
部
分
に
は
、
役
人
と
し
て
の
立
場
か
ら
私
立
従
善
学
校
設
立
へ
の
警
戒
心

が
伺
わ
れ
て
非
常
に
興
味
深
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
県
第
二
部
長
か
ら
郡
長
宛
へ
の
照

会
按
に
は
、「
公
立
学
校
就
学
生
ニ
影
響
ヲ
及
ス
懸
念
ア
ル
ガ
為
不
認
可
ノ
処
分
難
相

成
ト
被
存
候
間
別
紙
付
箋
ヲ
為
シ
及
御
回
送
候
条
設
置
規
則
ニ
拠
り
充
分
訂
正
候
様

御
命
シ
相
成
度
此
段
申
進
候
也
追
而
設
置
後
不
都
合
ノ
儀
有
之
候
ハ
ヽ
其
節
具
申
相

成
可
然40
」
と
あ
り
、
県
と
し
て
は
認
可
の
方
針
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
設
置
伺
は
所

収
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
正
式
に
認
可
さ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
が
、『
奈
良
県

統
計
書41
』
明
治
二
十
年
〜
明
治
二
十
四
年
分
の
「
私
立
各
種
学
校
教
員
生
徒
」
欄
に

は
従
善
学
校
の
名
は
な
く
、
当
時
宝
満
寺
住
職
で
あ
っ
た
梁
瀬
作
礼
の
子
孫
へ
の
聞

き
取
り
調
査
に
お
い
て
も
「
設
置
し
た
記
録
は
な
い
」
と
の
回
答
か
ら
、
設
立
に
は

至
ら
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
小
学
簡
易
科
制
度
が
従
善
学
校
設
立
機
運

に
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

実
際
に
設
立
さ
れ
た
宗
教
的
慈
善
学
校
と
し
て
は
二
校
あ
り42
、
小
学
簡
易
科
の
影

響
に
よ
る
教
育
へ
の
関
心
の
拡
が
り
を
、
僅
か
な
が
ら
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
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お
わ
り
に

小
学
簡
易
科
は
、
森
文
相
が
諸
学
校
令
の
最
底
辺
に
定
め
て
、
将
来
の
無
償
義
務

教
育
制
度
導
入
を
見
据
え
た
上
で
、
近
代
国
家
形
成
に
必
要
な
国
民
教
育
の
就
学
向

上
を
図
ろ
う
と
し
た
制
度
で
あ
る
。

文
部
省
年
報
や
府
県
令
に
よ
り
、
各
府
県
に
よ
り
小
学
簡
易
科
設
置
へ
の
取
組
に

相
違
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
府
県
毎
に
各
地
方
の
実
態
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
考
え
に
も
と
づ
き
、
本
稿
は
そ
の
一
環
と
し
て
、
今
ま
で
未
調
査
で
あ
っ
た
奈
良

県
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
に
つ
い
て
、『
明
治
二
十
年　

小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺

　

学
務
課
』
を
中
心
に
、
周
辺
史
料
と
合
わ
せ
て
、
そ
の
実
態
調
査
と
分
析
を
試
み

た
も
の
で
あ
る
。

奈
良
県
で
は
明
治
二
十
年
に
一
二
三
校
の
設
置
伺
が
提
出
さ
れ
た
が
、
多
く
は
生

徒
数
二
十
人
〜
五
十
人
前
後
で
単
級
校
が
殆
ど
で
あ
り
、
小
規
模
で
校
舎
も
狭
い
。

教
員
月
給
の
殆
ど
が
最
低
限
度
額
の
五
円
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
が
、
経
費
支
出
の

大
部
分
を
占
め
、
村
費
だ
け
で
は
支
弁
出
来
ず
に
学
資
利
子
金
・
雑
収
入
・
戸
別
割

と
い
っ
た
も
の
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
学
務
課
で
は
実
態
を
考
慮

し
認
可
し
て
い
る
。
始
業
・
終
業
時
刻
及
び
夏
期
休
業
時
期
・
期
間
に
は
地
域
的
な

対
応
の
設
定
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、「
土
地
ノ
情
況
ニ
依
リ
テ
ハ
小
学
簡
易
科
ヲ
設
ケ

テ
」
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

こ
の
簡
易
科
を
四
郡
役
所
別
に
見
た
場
合
、
五
條
郡
役
所
部
内
と
他
の
三
郡
役
所

部
内
と
で
は
大
き
く
異
な
る
点
が
判
明
し
た
。
一
二
三
校
の
内
八
六
校
が
奈
良
県
の

約
南
半
分
を
占
め
る
五
條
郡
役
所
部
内
に
あ
り
、
殆
ど
が
従
来
の
小
学
校
か
ら
の
改

称
変
更
で
あ
る
。
理
由
と
し
て
は
、
①
明
治
十
九
年
府
令
第
三
十
二
号
に
よ
り
区
毎

に
一
校
に
統
合
し
て
尋
常
小
学
校
を
設
置
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、統
合
し
た
場
合
、

遠
方
へ
の
通
学
困
難
の
理
由
か
ら
不
就
学
者
増
加
へ
の
懸
念
、
更
に
校
舎
新
増
築
の

必
要
に
よ
る
経
費
負
担
の
懸
念
、
②
授
業
料
を
払
え
な
い
貧
困
の
問
題
が
揚
げ
ら
れ

る
。
こ
こ
で
は
、
小
学
簡
易
科
に
よ
っ
て
地
元
の
学
校
の
存
続
と
就
学
の
継
続
に
繋

が
り
、
更
に
女
子
に
就
学
機
会
が
与
え
ら
れ
た
と
考
察
す
る
。
一
方
、
他
の
三
郡
役

所
部
内
で
は
、
区
内
に
一
校
の
尋
常
小
学
校
を
設
置
し
、
他
は
分
校
と
し
て
尋
常
科

の
制
度
を
維
持
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
五
條
郡
役
所
部
内
と
比
べ
簡
易
科
の
設

置
校
数
が
少
な
い
。

被
差
別
部
落
地
区
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
設
置
に
は
、「
概
シ
テ
貧
困
者
ノ
ミ
仝
村

中
人
情
ヲ
異
ニ
シ
事
実
合
併
致
シ
難
ク
」
等
と
戸
長
、
郡
長
、
県
学
務
課
に
お
い
て

同
様
の
見
解
を
示
し
、
差
別
意
識
が
歴
然
と
存
在
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
小
学
簡
易
科
に
よ
っ
て
、
た
と
え
就
学
率
が
低
か
っ
た
と
し
て
も
、
地
元
の

学
校
で
の
就
学
の
継
続
が
な
さ
れ
、
就
学
児
童
達
が
周
囲
の
差
別
か
ら
守
ら
れ
た
と

も
考
え
ら
れ
る
。
反
面
、
根
強
い
差
別
感
が
残
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ

ろ
う
。

奈
良
県
に
お
い
て
明
治
二
十
年
〜
二
十
三
年
に
、
一
七
四
校
の
小
学
簡
易
科
が
設

置
さ
れ
、
こ
の
内
十
六
校
が
廃
止
と
な
る43
。
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
都
市
部
に
於
け

る
官
主
導
の
併
設
校
で
、
や
が
て
生
徒
数
の
減
少
と
併
設
に
よ
る
経
費
上
の
理
由
か

ら
、
尋
常
科
に
吸
収
さ
れ
廃
止
と
な
っ
て
い
く
。
残
り
の
殆
ど
は
明
治
二
十
四
年
改

正
小
学
校
令
施
行
に
よ
り
三
年
制
の
尋
常
小
学
校
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
同
年
十
月
六
日
奈
良
県
令
第
四
十
号44
に
よ
り
「
小
学
簡
易
科
教
場
ヲ
尋
常
科

に
改
設
シ
タ
ル
小
学
校
ハ
当
分
の
内
明
治
十
九
年
（
十
一
月
）
大
坂
府
令
第
三
十
七
号

小
学
簡
易
科
教
場
規
則
ニ
拠
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
、
当
座
は
簡
易
科
の
制
度
が
そ
の
ま

ま
続
い
た
の
で
あ
る
。

森
文
相
期
の
奈
良
県
に
お
い
て
は
、
県
南
部
の
山
間
僻
地
で
は
小
学
簡
易
科
が
、

北
部
の
平
坦
部
で
は
尋
常
小
学
校
の
分
校
が
、
被
差
別
部
落
地
区
で
は
小
学
簡
易
科

が
、
地
元
の
学
校
の
存
続
に
そ
の
役
割
を
担
っ
た
と
い
え
よ
う
。
市
町
村
制
導
入
で

地
方
教
育
の
再
編
成
が
進
む
中
、
小
学
簡
易
科
制
度
は
、
就
学
の
維
持
に
繋
が
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
更
に
女
子
に
も
就
学
機
会
を
与
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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こ
れ
ま
で
小
学
簡
易
科
に
関
す
る
通
説
と
し
て
、
教
育
史
上
さ
し
た
る
影
響
が
な

か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た
が
、
果
た
し
て
そ
う
で
あ
ろ
う
か
。
奈
良
県
に
お
い
て
は
、

表
―
Ｂ
に
示
す
よ
う
に
就
学
率
は
低
い
。
し
か
し
、
資
本
の
本
源
的
蓄
積
に
よ
る
経

済
事
情
に
加
え
て
、
明
治
二
十
年
の
地
価
修
正
実
施
の
折
に
は
、
大
阪
府
管
内
の
う

ち
奈
良
県
（
大
和
）
だ
け
が
除
外
さ
れ
、
地
租
税
減
額
に
は
至
ら
な
か
っ
た45
こ
と
な

ど
、
民
衆
に
と
っ
て
は
非
常
に
厳
し
い
経
済
状
況
に
置
か
れ
た
中
で
、
合
併
に
よ
る

尋
常
小
学
校
、
も
し
く
は
分
校
が
設
置
さ
れ
た
場
合
の
就
学
状
況
を
想
定
し
た
時
、

小
学
簡
易
科
が
地
元
に
設
置
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
だ
け
の
就
学
が
維
持
で
き
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
土
地
ノ
情
況
ニ
依
リ
テ
ハ
小
学
簡
易
科
ヲ
設
ケ
テ
」の

条
文
に
そ
っ
て
設
置
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
小
学
簡
易
科
を
正
面
か
ら
の
み
捉
え
就

学
率
を
重
点
に
視
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
各
地
方
全
体
の
詳
細
な
実
態
調
査
を
通

し
て
、
側
面
あ
る
い
は
裏
面
か
ら
数
字
に
表
れ
て
こ
な
い
も
の
を
汲
み
上
げ
て
い
く

視
野
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注①　
教
育
史
編
纂
会
『
明
治
以
降
教
育
制
度
発
達
史
』
第
三
巻
（
教
育
史
料
調
査
会
、

一
九
三
八
年
）
四
十
二
頁

②　

森
文
相
の
学
事
巡
視
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
森
有
礼
の
学
事
巡
視
―
そ
の
行
程
を
め

ぐ
っ
て
―
」（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
『
立
命
館
文
學
』
第
六
一
八
号
、二
〇
一
〇
年
）

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

③　
『
文
部
省
第
十
五
年
報
』
〜
『
文
部
省
第
十
八
年
報
』「
統
計
」（
宣
文
堂
書
店
、

一
九
六
七
年
）

④　

例
え
ば
、山
口
県
令
第
四
十
七
号
（
明
治
十
九
年
）
第
三
条
「
小
学
簡
易
科
ハ
貧
人

ノ
子
弟
多
キ
土
地
ニ
之
ヲ
置
キ
」（
山
口
県
立
図
書
館
所
蔵
『
学
令
類
纂
』
七
十
頁
）、

京
都
府
令
第
三
十
八
号
（
明
治
二
十
年
）
第
六
条
「
郡
ノ
町
村
立
尋
常
小
学
校
及
分
校

ニ
於
テ
尋
常
小
学
科
ヲ
授
ク
ル
児
童
ノ
外
授
業
料
ヲ
納
ル
コ
ト
能
ハ
ス
シ
テ
就
学
ス

ヘ
キ
児
童
六
十
名
以
上
ニ
及
フ
ト
キ
ハ
小
学
簡
易
科
ヲ
併
置
ス
ヘ
シ
」（
京
都
府
立
総

合
資
料
館
所
蔵
『
京
都
府
府
令
達
要
約
第
八
編　

上
巻
』
百
二
十
二
頁
）
等

⑤　

田
中
勝
文
「
明
治
中
期
の
貧
民
学
校
―
小
学
簡
易
科
制
度
の
実
態
研
究
―
」（
教
育

史
学
会
紀
要
編
集
委
員
会
編
『
日
本
の
教
育
史
学
―
教
育
史
学
会
紀
要
―
』
第
8
集　

文
生
書
院
、
一
九
六
五
年
）

⑥　

川
向
秀
武
「
小
学
簡
易
科
論
」（『
人
文
学
報
』
№
八
二　

東
京
都
立
大
学
人
文
学

部
、
一
九
七
一
年
）

⑦　

軽
部
勝
一
郎「
岩
手
県
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
の
研
究
―
民
衆
の
教
育
要
求
と
の
関

わ
り
か
ら
―
」（『
地
方
教
育
史
研
究
』
全
国
地
方
教
育
史
学
会
、
二
〇
〇
二
年
）

⑧　

前
掲
書
三
〇
頁

⑨　

軽
部
勝
一
郎「
第
一
次
小
学
校
令
期
の
小
学
簡
易
科
に
関
す
る
一
考
察
―
三
重
県
の

事
例
に
焦
点
を
当
て
て
―
」（『
熊
本
学
園
大
学
論
集
「
総
合
科
学
」』
熊
本
学
園
大
学
、

二
〇
〇
七
年
）

⑩　

生
馬
寛
信
「
近
代
日
本
に
お
け
る
児
童
就
学
の
研
究
（
Ⅲ
）
―
山
口
県
下
に
お
け
る

小
学
簡
易
科
の
実
態
―
」（『
研
究
論
文
集
』
第
三
一
集　

第
二
号
（
Ⅰ
）
佐
賀
大
学
教

育
学
部
、
一
九
八
四
年
）

⑪　

奈
良
県
は
明
治
九
年
堺
県
に
合
併
に
な
り
、同
十
四
年
堺
県
が
大
阪
府
に
合
併
さ
れ

た
の
に
伴
い
大
阪
府
と
な
り
、　

同
二
十
年
十
一
月
奈
良
県
再
設
置
と
な
る
。
本
稿
で

は
、
大
阪
府
所
属
時
代
も
含
め
て
奈
良
県
と
記
す
。

⑫　

奈
良
県
庁
文
書
（
本
文
及
び
表
中
、
参
考
文
献
の
奈
良
県
庁
文
書
は
、
全
て
奈
良
県

立
図
書
情
報
館
所
蔵
で
あ
る
。）

⑬　

大
阪
府
小
学
簡
易
科
教
場
規
則　

　

第
一
条　

修
学
年
限
ハ
三
ヶ
年
ト
ス
、

　

第
二
条　

学
科
ハ
読
書
作
文
習
字
算
術
ト
シ
其
程
度
ハ
別
表
ニ
依
ル
、

　
　

但
毎
年
生
ノ
細
程
度
ハ
其
進
否
ニ
依
リ
之
ヲ
伸
縮
ス
ル
ト
ヲ
得　

　

第
三
条　

児
童
六
十
人
以
下
ノ
場
合
ニ
於
テ
ハ
学
級
ヲ
分
ツ
コ
ト
ヲ
得
ス
、 

　

第
四
条　

児
童
八
十
人
ニ
テ
ハ
教
員
一
名
ヲ
以
テ
教
授
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
、

　
　

但
学
級
ヲ
分
ツ
ト
キ
ハ
其
級
数
ニ
応
シ
教
員
ヲ
置
ク
ヘ
シ　

　

第
五
条　

授
業
時
間
ハ
一
週
十
八
時
一
日
三
時
ト
シ
土
地
ノ
情
況
ニ
ヨ
リ
、

　
　

昼
間
若
ク
ハ
夜
間
ニ
於
テ
之
ヲ
定
メ
知
事
ノ
認
可
ヲ
経
ヘ
シ
、

　

第
六
条　

休
業
日
ハ
日
曜
日
大
祭
日
氏
神
祭
日
及
冬
期
休

　
　

業
（
自
十
二
月
二
十
五
日
至
一
月
十
日
）
ト
シ
夏
期
休
業
ハ
土
地
ノ
情
況
ニ
依
リ

　
　

日
数
十
五
日
以
内
適
宜
之
ヲ
定
メ
知
事
ノ
認
可
ヲ
経
ヘ
シ
、　
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第
七
条　

入
退
学
手
続
并
試
験
方
法
等
ハ
総
テ
小
学
校
規
則
ニ
準
拠
ス
ル
モ
ノ
ト
ス
、

（『
大
阪
府
教
育
百
年
史　

第
三
巻　

史
料
篇
（
二
）』
六
八
頁
）

⑭　
『
明
治
二
十
年　

小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺　

学
務
課
』
中
、
明
治
二
十
年
四
月

三
十
日
付
学
務
課
か
ら
奈
良
郡
役
所
宛
の
照
会
案
に「
簡
易
科
教
員
ノ
俸
給
額
五
円
以

上
ニ
付
四
円
以
下
ノ
モ
ノ
ヲ
聘
置
ス
ル
ハ
不
都
合
候
条
五
円
以
上
ノ
モ
ノ
ト
引
替
」と

あ
り
、
簡
易
科
教
員
の
月
俸
は
五
円
以
上
と
定
め
ら
れ
て
い
た
と
考
察
す
る
。

⑮　

こ
の
内
、
高
原
・
迫
・
西
河
・
東
川
・
白
屋
小
学
簡
易
科
は
、
林
業
の
不
景
気
を
そ

の
理
由
に
し
て
い
る
。

⑯　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
二
十
年　

小
学
校
設
置
区
域
並
校
数
指
定
伺
』「
吉
野
郡
寺

戸
村
外
十
二
ヶ
村
戸
長
管
理
内
」

⑰　

府
令
第
三
拾
弐
号 

小
学
校
の
設
置
区
域
及
位
置
○
第
一
條　

小
学
校
の
設
置
区
域

ハ
区
ハ
一
区
郡
ハ
一
戸
長
管
理
部
内
の
町
村
を
通
じ
て
之
を
学
区
と
定
む（
但
郡
に
於

て
ハ
学
区
を
聯
合
し
て
小
学
校
を
設
置
せ
し
む
る
こ
と
あ
る
べ
し
）○
第
二
條　

小
学

校
に
於
て
ハ
尋
常
小
学
科
若
く
ハ
高
等
小
学
科
を
置
き
之
を
併
置
す
る
こ
と
あ
る
べ

し（
但
土
地
の
情
況
に
依
り
小
学
簡
易
科
を
設
け
ん
と
す
る
と
き
ハ
其
由
を
申
し
て
当

廰
の
認
可
を
受
く
べ
し
）○
第
三
條　

区
ハ
一
学
区
に
高
等
小
学
科
を
設
く
る
も
の
一

校
以
上
尋
常
小
学
科
を
設
く
る
も
の
数
校
と
す　

郡
ハ
一
学
区
に
尋
常
小
学
科
を
設

く
る
も
の
各
一
校
及
一
学
区
若
し
く
ハ
数
学
区
聯
合
し
て
高
等
小
学
科
を
設
く
る
も

の
各
一
校
と
す　

○
第
四
條　

区
の
学
区
に
し
て
既
設
の
小
学
校
合
併
を
要
す
る
と

き
ハ
当
廰
よ
り
之
を
指
定
す　

郡
に
於
て
一
学
区
中
既
設
の
小
学
校
二
校
以
上
あ
る

も
の
ハ
之
を
合
併
し
て
一
校
と
な
す
べ
し
其
の
合
併
の
手
続
ハ
当
廰
の
認
可
を
受
く

べ
し
若
し
児
童
の
通
学
不
便
に
し
て
合
併
し
難
き
も
の
等
ハ
其
事
実
を
具
し
て
当
廰

の
認
可
を
受
く
べ
し　

○
第
五
條　

小
学
校
の
位
置
ハ
合
併
を
要
す
る
も
の
ヽ
外
総

て
舊
に
よ
る（
但
合
併
を
要
す
る
も
の
若
く
ハ
新
設
に
係
る
も
の
ヽ
位
置
ハ
別
に
之
を

指
定
す
）（
大
阪
府
録
事　

明
治
十
九
年
十
一
月
六
日
朝
日
新
聞
掲
載
）

⑱　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
二
十
年　

小
学
校
設
置
区
域
並
校
数
指
定
伺
』「
吉
野
郡
汗

入
村
外
六
ヶ
村
戸
長
役
場
」

⑲　

奈
良
県
庁
文
書

⑳　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
二
十
年　

小
学
校
設
置
区
域
並
校
数
指
定
伺
』「
学
校
資
格

更
正
伺
」

㉑　

奈
良
県
庁
文
書
『
二
十
年　

府
令
』

㉒　

こ
れ
ら
は
、
明
治
二
十
年
小
学
校
簡
易
科
教
場
設
置
伺
校
数
に
は
含
ま
な
い
。

㉓　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
廿
年
一
月　

学
校
設
置
ニ
係
ル
書
類　

学
務
課
』「
新
庄
尋

常
小
学
校
設
置
及
区
域
伺
之
件
」

㉔　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
二
十
年　

小
学
校
設
置
区
域
並
校
数
指
定
伺
』「
学
乙
第
六

号
」

㉕　

前
掲
書
「
分
校
設
置
御
伺
」

㉖　

同
「
簡
易
科
設
置
開
申
書
」

㉗　

同
「
第
六
〇
六
号
」

㉘　

同
「
学
第
一
四
九
八
号
」

㉙　

同
「
小
学
簡
易
科
教
場
設
置
之
件
」

㉚　

小
学
簡
易
科
以
降
の
被
差
別
部
落
地
区
小
学
校
に
つ
い
て
は
、吉
田
栄
二
郎
「
奈
良

県
に
お
け
る
明
治
二
十
四
年
の
部
落
学
校
分
離
反
対
運
動
―
露
頭
す
る
水
平
社
へ
の

鉱
脈
―
」（『
研
究
紀
要
』
第
3
号
、
奈
良
県
立
同
和
問
題
関
係
史
料
セ
ン
タ
ー　

１
９
９
５
年
）
に
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。

㉛　

奈
良
県
庁
文
書『
自
明
治
二
十
年
十
二
月
至
同
二
十
二
年
十
二
月　

小
学
校
位
置
指

定
分
離
伺　

学
務
課
』「
学
甲
第
四
〇
号
」

32　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
二
十
一
年
以
来　

原
案
綴　

学
務
課
』「
内
訓
第
十
二
号
」

明
治
二
十
二
年
三
月
、
知
事
か
ら
各
郡
長
及
び
戸
長
宛
に
、
小
学
簡
易
科
の
重
要
性
と

普
及
に
つ
い
て
内
訓
。

33　

奈
良
県
庁
文
書

34　

前
掲
書
「
学
第
五
四
号
」

35　

奈
良
県
庁
文
書
『
学
校
設
廃
関
係
其
他
必
要
書
類
』「
学
甲
三
号
」

36　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
二
十
三
年　

小
学
校
設
置
変
更
伺　

学
務
課
』「
山
辺
郡
川

原
城
小
学
簡
易
科
教
場
」

37　

前
掲
書
「
学
第
一
六
八
号
」

38　

同　

明
治
廿
三
年
五
月
九
日
付　

山
辺
村
長
中
西
小
七
郎　

開
申
書

39　

奈
良
県
庁
文
書『
明
治
二
十
一
年
ヨ
リ
同
二
十
三
年
十
二
月
至
ル　

私
立
諸
種
学
校

設
廃
伺
綴　

学
務
課
』「
号
外
」

40　

前
掲
書
「
学
第
廿
六
号
」

41　

奈
良
県
庁
文
書

42　

奈
良
郡
役
所
部
内
奈
良
町
元
興
寺
内
の
三
餘
学
校
、同
部
内
北
生
駒
村
滝
寺
内
に
設



一
〇
七

奈
良
県
に
お
け
る
小
学
簡
易
科
の
実
態
と
分
析

1293

置
の
慈
愍
学
校
の
二
校

43　

他
に
明
治
二
十
二
年
十
津
川
大
水
害
で
三
校
が
閉
校
と
な
る
が
、明
治
二
十
四
年
〜

二
十
五
年
に
再
校
し
て
い
る
。

44　

奈
良
県
庁
文
書
『
明
治
二
四
年　

奈
良
県
公
文
録　

県
令
・
訓
令
』

45　

 

『
青
山
四
方
に
め
ぐ
れ
る
国
―
奈
良
県
誕
生
物
語
―
』（
奈
良
県
、
一
九
八
七
年
）

二
〇
一
頁

（
本
学
大
学
院
科
目
等
履
修
生
）


